


































































































































































































































































































































































































































































１）E. P. Thompson, “History from Below,” in E. P. Thompson, The Essential E.
P. Thompson (2001 New York)
２）「下からのメディア史」というのは、魅力的な言葉なので取りあえずそういってお
く。しかし、コミュニケーションは、上下関係ではなく、水平的関係と見るべきだ
とすると、「下から」という言い方は不適切だろう。
３）これまで発表した論文は、「ある地域社会における新聞雑誌購読」『メディア史研
究』第１５号（２００３年１１月）、「電話導入初期と地域社会／明治末期から大正初期梁川町
における」『メディア史研究』第１７号（２００４年１１月）、「日露戦争とメディア 地域社
会の視点から」東アジア近代史学会編『日露戦争と東アジア世界』（２００８年 ゆまに
書房）、「大正前半期梁川町のメディア・コミュニケーション」『メディア史研究』第
２２号（２００７年６月）、「一九二〇年代の梁川社会とメディア ―大衆化・平準化・個人
化と地域社会」『メディア史研究』第２４号近刊。
また、メディア史における読者研究の方法論については、「メディア史研究におけ
る読者研究」『マス・コミュニケーション研究』第３７号（２００５年６月）で述べた。
本稿は、これら拙稿と一部重なるところがあるが、ご了承いただきたい。
４）画家としても知られる蠣崎波響の描いた当時の梁川城下の図は彼の代表作の一つ
である。蠣崎波響については、中村真一郎『蠣崎波響の生涯』（１９８９年 新潮社）。
５）梁川町史編纂委員会編『梁川町史』（１９８７年 梁川町）第８巻１８０ページ。
６）「新聞配達元帳」に記載されているのは個人名だが、多くは世帯主と推定でき、記
桃山学院大学人間科学 No. 35
－２２－
載個人名を仮に世帯主または戸主とみなして世帯普及率を算出した。世帯数は１９３０
年国勢調査によった。『梁川町史』記載の戸数をもとに戸別新聞普及率を算出すると、
約６０％である。
７）高畠素之訳のカール・カウツキー『資本論解説』（改造社）であろう。
８）『梁川町史』第８巻６１３ページ。
９）「梁川町郷土史」『梁川町史資料集第２９集』（１９９０年 梁川町史編纂委員会）１９１ペー
ジ。
１０）掛川トミ子「野間清治と講談社文化」『思想の科学』１９５９年１０月号。
『キング』の読者についての優れた研究は、永嶺重敏『雑誌と読者の近代』（１９９７
年 日本エディタースクール出版部）である。また、筒井清忠『日本型「教養」の
運命』（１９９５年 岩波書店）も参照。
『キング』についての最近の研究は佐藤卓己『キングの時代』（２００２年 岩波書店）。
１１）Ｒ・シャルチエ（福井憲彦訳）『読書の文化史 テクスト・書物・読解』（１９９２年
新曜社）３ページ。
１２）前掲拙稿「ある地域社会における新聞雑誌購読」。
１３）伊達郡人像刊行会編『現代に生きる伊達郡人像 第一集梁川編』（１９７０年 伊達文
化通信社）１４８ページ。
１４）渡部義通述／ヒアリング・グループ編『思想と学問の自伝』（１９７４年 平凡社）。
１５）前掲『現代に生きる 伊達郡人像』１４８ページ。
１６）前掲『現代に生きる 伊達郡人像』１４８ページ。
１７）大友文樹については、『梁川町史』第３巻３７６ページ、４７０ページ。
１８）『梁川町史』第１０巻５２０ページ。
１９）『梁川町史』第１０巻５１８ページ。
２０）前掲『現代に生きる 伊達郡人像』６８ページ。
２１）前掲『現代に生きる 伊達郡人像』１４ページ。
本稿を書くにあたっては、阿部回春堂の阿部長兵衛氏をはじめ、旧梁川町史編纂室
の八巻善兵衛氏、旧梁川町役場生涯学習課など多くの梁川町の方々のお世話になった。
心から感謝したい。
＜追記＞
生瀬克己氏と初めて知り合ったのは、私が桃山学院大学に職を得た１９７６年のこと
である。以来、生瀬氏の独特の発想、ものの見方に多くのことを学ばせていただい
た。狭山のお宅には、滝澤武人氏と週一回ほどのペースで勉強と称してお伺いし、
放談笑談を楽しませていただいた。無理やり温泉旅館に引きずり出して大酒を飲ん
『資本論』を読んだ人々
－２３－
だことも数回あった。
最近は、お宅にお邪魔する回数も減り、時々電話で長話するぐらいになってしま
ったが、それでも節目節目に生瀬氏の刺激的な話を聞き、私の愚痴を聞いてもらう
のは私にとって大きな楽しみであった。今回も生瀬氏が元気なら、少しは面白がっ
て辛辣な批評を浴びせるような文章を書きたかったが、中途半端であったようだ。
これから降り坂を一緒にゆっくり下りていく友人を突然失って悲しい。
桃山学院大学人間科学 No. 35
－２４－
